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道路管理課道路の適正な管理
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施策評価表


	PTXTNEEDS: 市民や自治会及び学校からの要望が多い。
	PTXTJYOUKYOU: 
	PTXTGAIYOU: 市民の安全で快適な生活環境の実現のため、道路の適正な維持管理に努める。道路の改修にあたっては、施設を長寿命化することによる工事件数の削減やトータルコストを縮減するなど、社会ニーズに対応した道路整備を進める。危険を及ぼす箇所に対して、道路パトロールの実施を徹底し早急に修繕等で対応を図る。また、夜間の視認性確保のために道路照明灯の設置を行う。
	PTXTTAIOUSAKU: 　年々、最小の経費で最大の効果を出せるよう、工法、費用対効果及び道路の長寿命化を考え、少しでも工夫し修繕を実施した。そのため、苦情処理率が前年度より増加したことは成果として認められる。しかし、照明灯は、要望数に対して設置数が追い付かないため、予算や事業の進め方などを再検討し実施しなければならない課題もある。
	PTXTHYOUKASYA: 道路管理課長　河田安雄
	PTXTSYOZOKUCYO: 都市整備部長　榎本守男
	PTXTCOMMENT: 　道路法にかかる道路について維持管理をすることは道路管理者としての責務である。最近、老朽化している道路が年々増加し、苦情内容も多種多様化してきているが、前年度と比較して処理率が上がったことは、目標達成状況として良好といえる。　道路付属物の照明灯新規設置については、総要望数２４６件に対して１１７件の実施したことにより４７．５％と要望に対する設置率は低い状況である。設置基数は、前年度と比較して増加には転じたが、なかなか要望に応えられてないのが現状である。
	PTXTKENKAI: 　道路管理者として道路を適正に管理をしなければならない。苦情要望のほか、道路管理者としてパトロールの強化や施設の点検を随時行い現状把握に努め、破損箇所を早期発見して迅速な対処をする必要がある。指標成果の向上だけにとらわれず、費用対効果や施設長寿命化及び維持管理費縮減を念頭において、実施することが必要不可欠である。この施策において、この５年間で苦情処理率が増加したことや照明灯設置数増加は市民サービスが得られたといえ、適切な展開であった。
	TORIKUMI1: 道路の維持管理の推進
	TORIKUMI2: 
	TORIKUMI3: 
	TORIKUMI4: 
	SIHYONM1: 道路の維持管理に対する苦情処理率
	SIKI1: 処理／苦情件数（要望事項等含む）
	SIHYONM2: 道路照明灯設置基数
	SIKI2: 道路照明灯台帳
	SIHYONM3: 
	SIKI3: 
	SIHYONM4: 
	SIKI4: 
	SIHYONM5: 
	SIKI5: 
	TANI1: ％
	TANI2: 基
	TANI3: 
	TANI4: 
	TANI5: 
	DUMY1: 
	DUMY2: 
	DUMY3: 
	DUMY4: 
	DUMY5: 
	DUMY6: 
	MOKUHYO1_1: 0
	JISSEKI1_1: 69.3
	MOKUHYO1_2: 0
	JISSEKI1_2: 154
	MOKUHYO1_3: 0
	JISSEKI1_3: 0
	MOKUHYO1_4: 0
	JISSEKI1_4: 0
	MOKUHYO1_5: 0
	JISSEKI1_5: 0
	MOKUHYO2_1: 99
	JISSEKI2_1: 80.2
	MOKUHYO2_2: 120
	JISSEKI2_2: 74
	MOKUHYO2_3: 0
	JISSEKI2_3: 0
	MOKUHYO2_4: 0
	JISSEKI2_4: 0
	MOKUHYO2_5: 0
	JISSEKI2_5: 0
	MOKUHYO3_1: 99
	JISSEKI3_1: 95.05
	MOKUHYO3_2: 120
	JISSEKI3_2: 116
	MOKUHYO3_3: 0
	JISSEKI3_3: 0
	MOKUHYO3_4: 0
	JISSEKI3_4: 0
	MOKUHYO3_5: 0
	JISSEKI3_5: 0
	MOKUHYO4_1: 99
	JISSEKI4_1: 94.1
	MOKUHYO4_2: 120
	JISSEKI4_2: 86
	MOKUHYO4_3: 0
	JISSEKI4_3: 0
	MOKUHYO4_4: 0
	JISSEKI4_4: 0
	MOKUHYO4_5: 0
	JISSEKI4_5: 0
	MOKUHYO5_1: 99
	JISSEKI5_1: 96.31
	MOKUHYO5_2: 120
	JISSEKI5_2: 83
	MOKUHYO5_3: 0
	JISSEKI5_3: 0
	MOKUHYO5_4: 0
	JISSEKI5_4: 0
	MOKUHYO5_5: 0
	JISSEKI5_5: 0
	MOKUHYO6_1: 99
	JISSEKI6_1: 97.8
	MOKUHYO6_2: 120
	JISSEKI6_2: 117
	MOKUHYO6_3: 0
	JISSEKI6_3: 0
	MOKUHYO6_4: 0
	JISSEKI6_4: 0
	MOKUHYO6_5: 0
	JISSEKI6_5: 0
	HID_KAINEN: 2012
	HID_SHO_CD: 000050
	HID_RIREKI_NO: 13
	HID_EDA1: 1
	HID_EDA2: 2
	HID_EDA3: 3
	HID_EDA4: 4
	HID_EDA5: 5
	HYOKA_KB: 2
	KIKANST: 18
	KIKANED: 24
	ERRMSG: 


